
問題と目的

現代の日本社会では死に関連した様々な問題が生

じている｡ 例えば, 末期癌や苦痛のコントロールと

いった死と密接に結びついた終末期医療の問題, 脳

死や臓器提供に関わる倫理的問題, そして自殺の問

題などである｡ こうした社会的背景の中で, これま

で死に関する様々な心理学的研究がなされてきたが

(e.g., 川島・近藤, 2016), 死に対する不安や恐怖1

はその中核的なテーマの一つであった (Tomer,

1992)｡

死の不安についての本格的研究は, 死の不安尺度

を作成することから始められたといえ, 代表的な尺

度としては Death Anxiety Scale (DAS: Templer,

1970) が挙げられる｡ しかし徐々に, 死の怖れを多

次元的に把捉する必要性が叫ばれるようになり,

Collet-Lester Fear of Death Scale (CLFDS: Col-

lett & Lester, 1969), Revised Death Anxiety Scale

(RDAS: Thorson & Powell, 1992), Hoelter Mul-

tidimensional Fear of Death Scale (MDFODS:

Hoelter, 1979; Neimeyer & Moore, 1994) などの

尺度が開発されている｡ しかしその後, 死を受容す

る側面への関心の移行により, 死の不安は死への態

度 (attitudes toward death) を構成する要素とし

て扱われるようになった｡ そして死の不安を主題に

掲げること, そしてそれを多面的に捉えることへの

研究者の関心は以前よりも薄らいでしまった｡ しか

し歴史的経緯から見ても, 死の不安とは単一項目に

よってあらわされるものではなく, 多様な側面が複

雑に絡み合った複合体として本来捉えるべきである

(Neimeyer & Van Brunt, 1995; Neimeyer, Moser

& Wittkowski, 2003)｡ また死の不安の高さは様々

な精神病理と密接に関連するものであり (Iverach,

Menzies, & Menzies, 2014), 極度の不安は臨床的

なケアの対象でもある (Neimeyer & Werth, 2005)

ことからすれば, 死の不安を直接検討する研究の必

要性は大きい｡

日本国内においては, 概して死への態度や死生観

といったより幅広い構成概念を測定する尺度の翻訳

や開発 (e.g., 平井・坂口・安部・森川・柏木,

2000; 金児, 1994; 河合・下仲・中里, 1996; 隈部,

2006; 田中・齊藤, 2016; 丹下, 1999) と, それら

を用いた研究がその大半を占めており, 死の不安の

多面的側面を丁寧に検討したものは多くない (古賀・

川島・近藤, 2018)｡ また死の不安を多面的に測定

するために, 海外で作成された尺度の翻訳 (日本語

版MDFODS: 得丸・小林・平・松岡, 2006; 日本

語版 CLFDS: 安川, 2008) や, 独自の死の不安尺

度 (改訂版死の不安尺度 Personal Death Anxiety

Questionnaire Revised: PDAQ-R: 松田, 2012) の

開発が試みられてきたが, その理論的背景や妥当性

の検討が不十分であったり, 翻訳版については現版
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との内容的等価性が確認されていなかったりするな

ど問題点も少なくない2｡

そこで本研究では, 米国において開発された, 死

の不安を多面的に把捉しうる Revised Death

Anxiety Scale (RDAS: Thorson & Powell, 1992)

の日本語版を新たに作成する｡ RDASを採用した

理由としては, 非存在 (non-being, nonexistence)

への怖れという実存的問題を死の不安の中核に位置

付けた上で, 実存的かつ発達的な観点からの理論的

検討を行っている (Thorson & Powell, 1988;

Tomer, Eliason, & Smith, 2000) ことが挙げられ

る｡ 尺度開発の隆盛の一方で, 理論的検討の欠如が

声高に指摘されてきた (e.g., Kastenbaum, 2001;

Neimeyer, 1994; Tomer, 1992) ことに鑑みれば,

この点における当該尺度の優位性は大きい｡ また海

外で広く使用されており国際比較が可能なことも挙

げられる｡ 以下, RDASの具体的内容について記

述する｡

Revised Death Anxiety Scale

Revised Death Anxiety Scale (RDAS) は 25 項

目からなる自己記入式調査尺度である｡ この尺度は,

死の不安に関する研究においてもっとも頻繁に用い

られている DAS (Templer, 1970) とその後の尺

度に関わる議論を土台として, 他の尺度からの項目

の追加, 複数回にわたる構成の改訂, リッカート方

式への変更などを経て作成された尺度である

(Thorson & Powell, 1992)｡ また既述の通り, こ

の尺度は死の不安の中核に据えられるものを非存在

への怖れとした上で, 大きく2つの理論的観点によっ

て検討されている (Thorson & Powell, 1988)｡ 第

一は, Becker (1973 今訳 1989) が高らかに宣言

した, 死への怖れこそが人間活動の推進力であると

いう主張, 換言すれば, 死という宿命を避け, 死す

べき運命を否認し, さらには克服することが, 人間

存在にとっての主要な活動であるとの主張である｡

また非存在への怖れについての議論は不安と実存を

巡る哲学者, 例えばキルケゴールやハイデガーの議

論にまで遡ることができる (Tomer et al., 2000)｡

第二は, 死への直面が人生への回顧を促すこと, ま

たその人生の再構成の結果, 死の不安が軽減すると

いう Butler (1963) のライフレビュー (Life

Review) に基づく観点である (Thorson & Powell,

1988, 1990, 1992)｡ これは, 人は高齢期において人

生を回顧し, 統合することで死の不安に苛まれるこ

とがなくなるとの Erikson の理論 (Erikson,

Erikson & Kivnick, 1986 朝長・朝長訳 1990) と

も一致する｡ このように当該尺度は実存的観点なら

びに発達的観点に基づく理論に依拠して構成された

希少な尺度の一つであるといえる｡

RDASの因子構造について, Thorson & Powell

(1992) は死の不安の高い集団において ｢非存在｣

｢苦痛への恐怖や無力感｣ ｢死後世界や腐敗｣ ｢統制

感や苦痛, 死後処置への懸念｣, また死の不安の低

い集団では ｢不確実性｣ ｢死後世界への懸念｣ ｢無力

感と身体統合｣ ｢苦痛への恐怖｣ からなる 4 因子構

造を報告している｡ Tomer et al (2000) はこれら

を総括した上で, ｢非存在｣ ｢苦痛｣ ｢後悔｣ ｢遺体｣

の 4つの因子として再検討している｡ 他方で, 高齢

者の死の不安は 4因子構造である一方で, 青年の死

の不安は 3因子構造 (非存在と後悔, 苦痛, 遺体)

であるとの指摘もなされている｡ なお RDASは多

次元性を想定して作成されたものであるが, 合計得

点からも死の不安の程度を測定することができる｡

先行研究では内的一貫性が .80～.90 (Ens & Bond,

2005; Nienaber & Goedereis, 2015; Russac, Gatliff,

Reece, & Spottswood, 2007; Tang, Wu, & Yan,

2002; Thorson & Powell, 1990, 1992) と報告され

ている｡ 構成概念妥当性に関しては, 男性よりも女

性の方が死の不安が高く, また年齢に応じて死の不

安が低減すること (Thorson & Powell, 1988, 1990,

2000; Tomer et al., 2000), そして宗教性の高低を

弁別できること (Thorson & Powell, 1990) が報

告されている｡ ただし女性は中年期に再び死の不安

が高まるなど, 年齢と死の不安が非線型の関係にあ

ることも指摘されている (Russac et al., 2007)｡

加えて, 男女差については, 差はあるものの, それ

ほど顕著なものではないとの指摘もある (Thorson

& Powell, 1992; 2000)｡

研究の目的

本研究では, まず日本語版 RDASを作成し, そ

の内容的妥当性および因子構造の確認と信頼性を検

討する｡ また既存の死の不安尺度, 性別, 死と人生

の思索頻度との関連についても検討する (研究 1)｡

次に日本語版 RDASと死への態度尺度および宗教

性尺度との相関分析を通じて, 同尺度の構成概念妥

当性について検討する｡ 合わせて確認的因子分析を

行うことで, モデルの適合度を確認する｡ またデモ

グラフィック変数との関連についても検討する (研
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究 2)｡

研究 1

目的

日本語版 RDAS (以下, RDAS-J) を作成し,

その内容的妥当性, 因子構造の確認, 併存的妥当性,

構成概念妥当性および信頼性を検討する｡

方法

翻訳手続き 原著者の許可を得た上で筆者が, 原

版の内容をできる限り忠実に反映すると同時に, 自

然な日本語になるように心がけ日本語に翻訳した｡

続いて原版の英文を知らないバイリンガルが, 全項

目について逆翻訳を行った｡ そして逆翻訳された内

容について原著者の確認を求めた｡ その結果, 原版

の内容と逆翻訳された内容が, 内容的に等価である

ことが, 原著者によって確認された｡

調査方法と調査対象者 2008 年 6 月～10 月の期

間で, 関東圏内の 4年制大学において質問紙調査を

実施した｡ 質問紙は講義中に配布し, その場で回収

した｡ 回答した 193 名分のうち, RDAS-Jの回答

に不備のない 180 名 (男性 78 名, 女性 101 名, 不

明 1 名, 平均年齢 19.8 歳) を分析対象とした｡ 回

答に先だち, 質問紙が“死”を主題にしていること,

調査への参加は自由であり回答拒否ができること,

無記名回答により個人の匿名性が守られることを明

示した｡ また回答後にはディブリーフィングをかね

て, 30 分間のデス・エデュケーションを行った｡

具体的には, 死は身近な問題であり, また死を見つ

めることで人生をより良く見つめることができるこ

とについての講義である｡

質問紙 RDAS-J (25 項目) は原版と同様, 5 件

法 (0＝そう思わない, 4＝そう思う) でたずねた｡

ま た併存的妥当性を検討するため , DAS

(Templer, 1970) についての回答も求めた｡ DAS

を妥当性検討のために用いたのは, この尺度が国内

外での尺度の妥当性の検討に際して, もっとも頻繁

に用いられており (e.g., 河合他, 1996; 金児,

1994; Neimeyer, 1997-1998; Neimeyer et al., 2003),

かつ RDAS は DAS をもとに作成された尺度だか

らである (Thorson & Powell, 1992)｡ なお DAS

の翻訳は複数の研究者によってなされているが (河

合他, 1996; 金児, 1994; 岡村, 1983), 本研究では

河合他 (1996) の翻訳したものを用いた (ただし

DASに回答したのは 50 名のみである (男性 22 名,

女性 28 名, 平均年齢 20.92 歳, SD＝2.47))｡ DAS

は 15 項目からなる質問によって構成されており,

｢はい｣ ｢いいえ｣ の 2件法で回答を求め, その合計

値を得点とした｡ さらに死について考えること (死

の思索頻度) について, 直近の頻度を 5 件法 (0＝

全くない, 4＝いつもある) でたずねた｡ その他,

基本的属性として年齢, 性別もたずねた｡

分析方法3 RDAS-Jの内容的妥当性について吟

味した｡ 続いて, 探索的因子分析を行い, 因子構造

の確認と内的一貫性による信頼性を検討した｡ また

併存的妥当性ならびに構成概念妥当性を検討するた

め, 他変数との関係について, t検定および相関分

析を実施した｡ なお後述するように RDASの下位

因子間に相関関係が認められたため, 下位因子と属

性変数との相関分析では, 他の下位尺度得点を制御

した偏相関係数 (統計値として rp で示す) を算出

した｡ RDAS-Jの合計得点と DASとの関係につい

てはピアソンの相関係数を算出した｡

結果

内容的妥当性の検討 全 25 項目の内容的妥当性

について吟味した結果, 質問項目には埋葬を想定し

た項目が複数存在した｡ 日本では昭和 30 年代には

まだ土葬も各地で頻繁になされており, 現在でも土

葬された墓が残っている｡ しかし土地不足の問題や,

土葬を尊ぶ儒教的考え方が薄れ火葬を良しとする仏

教的価値観に取って代わったことなどから, 現在で

はほぼすべての葬送形態が火葬である (厚生統計協

会, 2007)｡ しかしこれは土葬に対する不安が解消

されたことを意味してはいない｡ 実際, 数多くの犠

牲者を出した東日本大震災時には, 焼却炉の損壊や

数不足のため遺体の火葬が追いつかず, 期せずして

多くの遺体が埋葬されたが, その際に多くの遺族が

土葬に対して強い抵抗感を抱いたことが各種の新聞

報道でも散見された｡ つまり, 土葬による葬送が見

られなくなったために, かえってそのことに対する

不安が顕著になってきているともいえる｡ 埋葬に関

する項目については, 日本とキリスト教の影響が顕

著な欧米との葬送形式をめぐる社会文化的背景の差

異に留意しなければならないが, 日本人の死生観を

測定する上で重要であると判断した｡ 同時に, 国際

比較調査の実施や, 今後同尺度を用いた研究を中年

や高齢者等の他世代にも拡張していくことを考えれ

ば, 土葬に関する項目は逆に死の不安の世代差ない
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し文化差を測る上で重要であると考えられる｡ 以上

より, 全項目を因子分析に採用した｡

RDAS-Jの因子構造と信頼性 RDAS-Jの 25 項

目に対して探索的因子分析 (最尤法, プロマックス

回転) を行ったところ, 固有値の減衰状況およびス

クリー基準より 4因子構造が確認された｡ 続いて因

子負荷量が .40 を満たさない項目, および複数の因

子に負荷のある項目群を除外し, 最終的に第 1因子

が 6項目, 第 2因子が 4項目, 第 3因子が 3項目,

第 4 因子が 3 項目となった｡ 回転前の 4 因子で 16

項目の全分散を説明する割合は 64.49％と十分に高

い値を示した｡ 第 1因子は死によって自らの存在が

失われることによる孤独や恐怖, 不安である (非存

在)｡ 第 2 因子は死に際の苦痛に対する不安である

(苦痛)｡ 第 3 因子は遺体の扱いや変化に対する不安

である (遺体)｡ そして第 4 因子は死後の世界に対

する不安である (死後世界)｡ 各下位尺度のα係数

を算出したところ, α＝.72～.83 と一定の内的一貫

性が確認されたことから, 各因子に属する項目の合

計得点を項目数で除したものを, 各因子得点とした｡

すなわち非存在得点 (M＝1.28, SD＝.99), 苦痛得

点 (M＝2.78, SD＝.96), 遺体得点 (M＝1.21, SD＝

1.05), 死後世界得点 (M＝1.63, SD＝1.07) である｡

また 16 項目のα係数を算出したところα＝.87 と

十分な値が得られたことから, 16 項目の合計得点

を RDAS-J得点 (M＝27.37, SD＝12.09) とした｡

下位尺度間の相関係数を算出したところ, r＝.27～

58 とすべての下位尺度間に有意な正の相関が見ら

れた｡

他の変数との関連 まず DASのα係数を算出し

たところ .67 と一定の内的一貫性が確認できたため,

15 項目の合計得点を DAS 得点 (平均 9.52, SD

2.69) とした｡ RDAS-Jの下位尺度得点および合計

得点と DASの相関係数を算出したところ, ｢遺体｣

を除く 3 つの下位因子, すなわち ｢非存在｣ (rp＝

.32, p＜.05), ｢苦痛｣ (rp＝.53, p＜.001), ｢死後世

界｣ (rp＝.35, p＜.05), そして RDAS-J得点 (r＝

.45, p＜.01) とのあいだに, 有意な正の相関が見ら

れた｡

また RDAS-J得点と 4 つの下位尺度について男

女差の検定を行ったところ, 先行研究とは異なり本

研究では有意な差は確認できなかった (ps＞.05)｡

年齢との相関係数を算出した結果, ｢死後世界｣ (rp

＝-.20, p＜.01) との有意な負の相関関係が認めら
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Table1 RDAS-Jの因子構造 (最尤法, プロマックス回転)

1 2 3 4 共通性

＜非存在＞α＝.86
22) 死んだら完全な孤独になることがこわい｡ 注1 .89 .02 -.05 -.16 .56
14) 死んだらもう何も感じることができなくなると考えると, 気が動転してしまう｡ .79 -.07 -.07 .17 .66
7 ) 死んだらまったく動けなくなると思うと, 落ち着かない｡ .70 -.01 .07 .15 .67
17) いつか無力な存在になることを心配してはいない｡ 注2 .66 -.07 .03 -.03 .41
19) 死んでしまったら, 私は多くのものを失ってしまうだろうと感じると, 動揺してしまう｡ .62 .02 -.05 .09 .43
3 ) 死んでしまったら, もう二度と意見を変えることができないのが恐ろしい｡ .54 .11 .08 -.05 .37
＜苦痛＞α＝.77
15) 死んでいくときに伴う痛みがこわい｡ -.08 .92 -.07 .00 .58
1 ) 私は苦しんで死ぬのがこわい｡ -.22 .69 -.03 .22 .50
23) 癌になることをとくに恐れてはいない｡ .20 .57 .03 -.10 .40
8 ) 手術が必要になるのではないかと考えると恐ろしい｡ .21 .52 .14 -.19 .43
＜遺体＞α＝.72
4 ) 埋葬された後, 遺体に起こることについてはまったく不安を感じない｡ -.11 -.07 .88 .04 .45
11) 死んだら, 棺の中に閉じ込められるということをまったく気にしない｡ .02 .08 .64 .04 .41
25) 私の死後, この肉体にいったい何が起こるのかについては, 心配していない｡ .19 .02 .57 .04 .47
＜死後世界＞α=.72
9 ) 死後の世界で自分がどうなるかと, 私はとても悩んでいる｡ .18 .05 -.04 .66 .55
2 ) あの世がどんなものかわからないことが心配だ｡ .18 .03 .01 .62 .51
13) 死後の世界があるかないかについてはまったく関心がない｡ -.12 -.04 .10 .58 .30

因子間相関 1 2 3 4
1 .297** .497** .575**
2 .259** .274**
3 .383**

注1 項目番号は原版 (25 項目) の番号
注2 逆転項目は 4, 11, 13, 17, 23, 25
** p＜.01



れた｡ さらに死の思索頻度と, RDAS-J 得点と 4

つの下位尺度との相関係数を算出した結果, ｢非存

在｣ (rp＝.20, p＜.01) と ｢死後世界｣ (rp＝.17, p＜

.05), RDAS-J 得点 (r＝.15, p＜.05) において有

意な正の相関を示した｡ つまり死を思索するほど,

死の不安が高まるといえる｡

考察

因子分析の結果, 見出された 4因子構造, すなわ

ち ｢非存在｣ ｢苦痛｣ ｢遺体｣ ｢死後世界｣ は, 若干

項目の変動が見られるものの, 先行研究 (Thorson

& Powell, 1992) での報告とほぼ一致する｡ また内

的一貫性について, 先行研究では下位尺度の信頼係

数は示されていないが, 本研究の 4つの下位尺度お

よび 16 項目の合計得点において許容できる値を示

した｡ ここから RDAS-Jは明確な因子構造と一定

の内的一貫性を保持しているといえる｡ また ｢遺体｣

を除く下位因子および RDAS-J 得点と DAS との

あいだに有意な正の相関関係が認められたことから,

その併存的妥当性と弁別的妥当性が確認された｡ 他

方で, 男女差は本研究では確認されなかった｡

研究 2

目的

RDAS-Jと死への態度尺度, 宗教性尺度との相

関分析を通じて, 同尺度の構成概念妥当性について

検討する｡ さらに研究 1のサンプルと統合した上で,

因子構造の安定性について確認的因子分析を用いて

検証する｡

方法

調査方法と対象者 2009 年 10 月に, 関東圏内の

4年制大学において質問紙調査を実施した｡ 質問紙

は講義中に配布し, その場で回収した｡ 回答した

201 名分のうち, RDAS-Jの回答に不備のない 192

名を分析対象とした (男性 76 名, 女性 116 名, 平

均年齢 20.32 歳 (SD＝1.25))｡ 回答に先だって, 質

問紙が ｢死｣ を主題にしていること, 調査への参加

は自由であり回答拒否ができること, 回答を行わな

くとも成績には影響しないこと, 無記名回答により

個人の匿名性が守られること, 得られたデータの一

部を授業の教材として使用することを明示した｡ ま

た回答後にはディブリーフィングをかねて, 死と生

の関係について約 15 分程度解説を行った｡ あわせ

て同じ授業の別の講義回 (講義主題は ｢若者の死生

観｣) に得られたデータの一部を紹介しつつ, 90 分

のデス・エデュケーションを実施した｡

質問紙 RDAS-Jは研究 1 において確認した 16

項目によるものを採用した｡ 回答者に対しては各項

目について ｢そう思わない＝0｣ から ｢そう思う＝4｣

の 5 件法で回答を求めた｡ ｢非存在｣ ｢苦痛｣ ｢遺体｣

｢死後世界｣ の 4 因子からなる｡ 死への態度尺度

(丹下, 1999) は, ｢死に対する恐怖｣ ｢生を全うさ

せる意志｣ ｢人生に対して死が持つ意味｣ ｢死の軽視｣

｢死後の生活の存在への信念｣ ｢身体と精神の死｣ の

6つの因子によって構成されている4｡ なお質問項目

は丹下 (2004) によるものを用い, ｢全くそう思わ

ない｣ から ｢非常にそう思う｣ の 5段階で評定させ

た｡ 宗教性尺度 (金児, 1997) は, ｢向宗教性｣ ｢霊

魂観念｣ ｢加護観念｣ の 3 つの因子によって構成さ

れている ｡ 項目内容は大学生を対象にした調査で

使用されたものを用い, 4 件法 (とても反対＝1,

とても賛成＝4) で評価させた｡ また死別経験 (経

験あり＝144 名, なし＝44名, 答えたくない＝4名)

と重篤な病いの経験 (経験あり＝38 名, なし＝150

名, 答えたくない＝4名) についても, その有無を

たずねた｡

分析方法 まず RDAS-Jの下位尺度間には相関

関係が認められることから, RDAS-Jの他の下位

因子を制御して, 死への態度尺度と宗教観尺度との

偏相関分析を行った｡ また性別, 年齢, 死別経験,

そして重篤な病いの経験と死の不安との関連を検討

するため, ｢答えたくない｣ と回答したものを除い

た上で, t検定あるいは相関分析を行った｡ さらに

RDASの因子構造を確認するため, 研究 1および 2

のサンプルを統合した 372 名のデータを用いて確認

的因子分析を行った｡ 因子構造の適合度指標には,

GFI (Goodness of Fit Index), CFI (Comparative

Fit Index), RMSEA (Root Mean Square Error

of Approximation) を用いた｡ GFIと CFIについ

て 1 に近づくほど, また RMSEAは 0 に近づくほ

ど, モデルの適合が良いとされる (豊田, 1998; 山

本・小野寺, 1999)｡

結果

RDAS-J と死への態度尺度, 宗教性の関連

RDAS-Jの各下位尺度および合計得点と死への態

度の下位尺度のうち, ｢死に対する恐怖｣ との偏相

関係数を算出したところ, ｢遺体｣ を除く, ｢非存在｣
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(rp＝.51, p＜.001), ｢苦痛｣ (rp＝.36, p＜.001),

｢死後世界｣ (rp＝.23, p＜.01), RDAS得点 (r＝.82,

p＜.001) で有意な正の相関が確認された｡ また死

への態度の他の下位尺度と RDAS-Jの下位尺度間

に, いくつかの有意な値が得られた｡ ｢苦痛｣ は

｢死後の生活の存在への信念｣ (rp＝.15, p＜.05) と

正の相関関係が確認された｡ ｢遺体｣ は ｢死の軽視｣

(rp＝-.15, p＜.05) と負の相関関係が確認された｡

｢死後世界｣ は ｢死後の生活の存在への信念｣ (rp＝

.28, p＜.01) と正の相関関係が認められた｡ RDAS

得点については, 生を全うさせる意志 (r＝.21, p＜

.01), 死の軽視 (r＝-.19, p＜.05), 死後の生活の存

在への信念 (r＝.34, p＜.001), 身体と精神の死 (r

＝-.25, p＜.01) との相関関係が認められた｡

次に, RDAS-Jの下位尺度と宗教性の下位尺度

間の偏相関係数を算出したところ, ｢苦痛｣ と ｢霊

魂観念｣ の間に正の相関が確認された (rp＝.22, p

＜.01)｡ また ｢死後世界｣ と ｢向宗教性｣ (rp＝.17,

p＜.05), ｢霊魂観念｣ (rp＝.27, p＜.01) との間に正

の相関が見られた｡ RDAS-J得点については向宗

教性 (r＝.17, p＜.05), 霊魂観念 (r＝.31, p＜.001)

との相関関係が認められた｡

デモグラフィック変数との関連 苦痛においての

み性差が認められ (t (190)＝-3.26, p＜.01), 女性

(M＝11.67, SD＝2.92) が男性 (M＝10.22, SD＝

3.25) よりも有意に得点が高かった｡ 年齢, 近しい

人との死別経験の有無, 重篤な病いの経験の有無に

ついては, いずれも有意な関係は認められなかった

(ps＞.05)｡

因子構造の適合度 4 つの下位因子と上位因子か

らなる二次因子モデルを想定し, RDAS-Jについ

て確認的因子分析を行った結果, GFI＝.94, CFI＝

.94, RMSEA＝.06 であった｡

考察

RDAS-J の ｢遺体｣ を除く下位尺度および

RDAS-J合計得点と, 死への態度尺度の ｢死に対

する恐怖｣ との正の相関関係が認められた｡ 同時に,

｢非存在｣ が死に対する恐怖と中程度の相関係数を

示す一方で, 他の下位尺度とは低度の相関係数に止

まっていた｡ これらの結果は RDAS-Jの収束的妥

当性と弁別的妥当性ならびに, 死の恐怖を多面的に

測定しうる構成概念妥当性を示しているといえる｡

RDAS-Jと宗教性との関係については, 宗教に

対する親和性が高いほど, 死後の世界に対する不安

が高まるという結果となった｡ 欧米では宗教性の高

い人は死の不安が低いと報告されており (Thorson

& Powell, 1990), キリスト教圏のみならず, イス

ラム圏でも同様の傾向 (Suhail & Akram, 2002)

が報告されている｡ 他方で日本においては, そもそ

も宗教性自体が異なっており, 日本人の宗教性を構

成する, 向宗教性, 加護観念, 応報観念の 3つのう

ち, 民俗宗教性と言い換えられる後者二つの宗教性

の特異性から, 外発－内発の二分法ではとらえきれ

ないことが指摘されている (金児, 1997)｡ また日

本人学生を対象とした場合, どのような宗教性であっ

ても死の不安を高める可能性も示唆されている (河

野, 2000; 松田, 2012)｡ 本研究で認められた, 向

宗教性も死の不安を高めるという結果は, 日本人の

特質の表れとも考えられる｡
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Table 2 下位尺度間の記述統計量と偏相関係数

RDAS-J

非存在 苦痛 遺体 死後世界

α .83 .60 .71 .64
M (SD) 1.35 (.90) 2.80 (.84) 1.16 (.96) 1.59 (.99)

死への態度
死に対する恐怖 .82 3.14 (.80) .51*** .36*** .14 .23**
生を全うさせる意思 .78 3.44 (.48) .14 .11 .03 -.10
人生に対して死が持つ意味 .57 3.87 (.63) -.03 .01 -.13 .12
死の軽視 .66 2.79 (.74) -.12 -.05 -.15* .11
死後の生活の存在への信念 .79 3.00 (.97) .05 .15* .09 .28***
身体と精神の死 .63 4.20 (.74) -.12 -.03 -.04 -.04
宗教性
向宗教性 .87 2.07 (.46) .02 -.04 -.05 .17*
霊魂観念 .79 2.52 (.58) -.07 .22** -.03 .27***
加護観念 .81 2.70 (.50) .00 .01 -.09 .08

* p＜.05, ** p＜.01, *** p＜.001



この他, 研究 1の結果とは異なり, 苦痛への恐怖

についての男女差が確認された｡ また先行研究で指

摘されていた死別経験や病いの経験との関わり

(Neimeyer & Van Brunt, 1995) については, 本

研究では認められなかった｡ さらに確認的因子分析

の結果から RDAS-Jの因子構造の適合度は良好と

判断された｡

総合考察

まとめ

本研究は, 日本語版 RDSを作成し, その妥当性

と信頼性を確認することが目的であった｡ 研究 1に

おいて, 逆翻訳の手続きによる内容的等価性, 内容

的妥当性, 探索的因子分析による因子構造, DAS

との併存的妥当性, そして内的一貫性による信頼性

を確認した｡ RDASの因子構造については ｢非存

在｣ ｢苦痛｣ ｢遺体｣ ｢死後世界｣ の 4 因子からなる

ことが確認された｡ これは先行研究の報告 (Thor-

son & Powell, 1992) とほぼ一致するものである｡

加えて, 研究 2 の確認的因子分析により日本語版

RDASの因子構造の安定性が確認された｡

また研究 1において ｢遺体｣ をのぞく下位因子お

よび RDAS-J 合計得点と DAS との有意な正の相

関関係が確認されたことから, 併存的妥当性および

弁別的妥当性が確認された｡ さらに研究 2において

｢遺体｣ をのぞく RDAS-J の下位尺度および

RDAS-J合計得点と, 死への態度尺度の ｢死に対

する恐怖｣ との正の相関関係が認められたが, ｢非

存在｣ が死に対する恐怖と中程度の相関係数を示す

一方で, ｢苦痛｣ ｢死後世界｣ では低度の値であった｡

このことは, 死の不安を多面的に測定しうる

RDAS-Jの構成概念妥当性を示しているといえる｡

RDAS-Jと宗教性との関係については, 宗教に対

する親和性が高いほど, 死後の世界に対する不安が

高まるという結果となった｡ 欧米では宗教性の高い

人は死の不安が低いと報告されている (Thorson &

Powell, 1990) が, 本研究ではそれとは反対の結果

となった｡ この理由としては, 日本人の宗教性の特

質, すなわちユダヤ－キリストの一神教とは異なり,

神道や仏教などが複雑に入り混じった形で宗教性が

醸成されてきた歴史的文脈, そして無宗教を標榜す

る一方で年中行事や法要などの宗教行事には積極的

に参加する現代日本人の特質 (松島・川島・西脇,

2016) が現れた可能性が考えられる (金児, 1997,

河野, 2000)｡ ただし欧米でも, 宗教性の高い群と

低い群では, 不安や恐怖を感じる死の側面が異なる

可能性や (Neimeyer & Van Brunt, 1995), そも

そも死の不安と宗教性には逆 U字の曲線的関係性

があることも指摘されている (Wen, 2012)｡ いず

れにせよ今後のさらなる研究蓄積が必要であろう｡

先行研究 (Ens & Bond, 2005; Russac et al.,

2007; Tang et al, 2002; Thorson & Powell, 1988;

Tomer et al., 2000) で確認されていた男女差は,

研究 1では確認されず, 研究 2においてのみ確認さ

れた｡ 先行研究でも男女差はそれほど大きくないこ

とが指摘されているが (Thorson & Powell, 1988;

1992), 今後の調査において再度検討することが必

要である｡

結論と今後の課題

本研究を通じて, RDAS-Jの因子構造の安定性,

内容的妥当性, 逆翻訳の手続きによる内容的等価性,

併存的妥当性, 構成概念妥当性および内的一貫性に

よる信頼性が確認された5｡ しかしながら, すでに

触れてきた以外にも次の課題が残されている｡

まず再検査法による信頼性や, 青年期以降の発達

的変化 (Thorson & Powell, 1988, 1990; Tomer et

al., 2000; Russac et al., 2007) については不明瞭な

ままである｡ また既述の通り, 因子構造は報告によっ

て変動が認められており, 特に Tomel et al (2000)

の報告と本研究の因子構造を比較すると, ｢非存在｣

が第一因子であり, また ｢苦痛｣ と ｢遺体｣ は項目

が完全に一致している一方で, 本研究でのみ ｢死後

世界｣ が独立した因子として抽出されている｡ 本研

究では 2つの研究を通して因子構造の安定性が確認

されたが, 青年期以外の世代においても同様の構造

が確認されるかどうかは引き続き検討が必要であろ

う｡ 加えて, 先行研究において関連が指摘されてい

る諸変数, 例えば自己効力感 (Tang et al., 2002)

や薬物使用などの危険行為 (Cotton, 1996), 精神

的健康 (Thorson & Powell, 2000) などのより臨

床的・実践的意義のある変数との関係性についても,

今後のさらなる研究が期待される｡

付記

本研究の一部は日本心理学会第 73 回大会におい

て発表された｡
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注
1 一般的には特定の対象に対する怖れを恐怖 (fear),
はっきりした対象のない漠然とした怖れを不安
(anxiety) として, 区分される｡ 本研究では開発尺
度にあわせて不安という用語を中心的に用いる｡ た
だし, 実際の研究ではこれらが明確に区別されるこ
とが稀であるため (Neimeyer & Van Brunt, 1995;
Neimeyer et al., 2003), 尺度に直接言及しない場合
には怖れという表現も適宜用いることとする｡
2 日本語版 CLFDSについては逆翻訳の手続きがな
されているが, 原著者の確認については記載がない｡
3 本研究の分析には SPSS ver.22 および Amos ver.20
を使用した｡
4 向宗教性は宗教に対する肯定的あるいは否定的態
度である｡ 加護観念は風俗や年中行事としての宗教
への親しみや緩やかな結びつき, 自然に対する敬虔
な気持ちである｡ 応報観念は願い事を叶えたり, 祟
りや罰を与える人知を超えた存在に対する畏怖の念
である｡
5 本研究では直接取り上げなかったが, 国際比較調
査においては 25 項目版の RDAS日本語版を使用す
ることも可能である｡ 25 項目の加算得点については,
高い内的一貫性 (α=.89) が確認されている｡ ただ
し適合度に関しては, GFI＝.81, CFI＝.76, RMSEA
＝.08 であり, 本研究で作成された 16 項目版と比較
するとやや劣る点には注意が必要である｡ また妥当
性に関して, 年齢 (r＝-.15, p＜.05), 死の思索頻度
(r＝.16, p＜.05), DAS (r＝.50, p＜.001), 死に対す
る恐怖 (r＝.82, p＜.001), 生を全うさせる意志 (r＝
.20, p＜.01), 死の軽視 (r＝-.21, p＜.01), 死後の生
活の存在への信念 (r＝.41, p＜.001), 身体と精神の
死 (r＝-.27, p＜.001), 向宗教性 (r＝.18, p＜.05),
霊魂観念 (r＝.37, p＜.001) との相関関係が認められ
ている｡ 項目内容の詳細等は著者に連絡されたい｡
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